

































































Tak討1ashi,N. (2011). Primary study concerning aw町enessof “Seken”担d“Society”
in students 2011 Annual C01~舟rence of the Korean Psychological Association Inter-
national C01砕renceon ''Psychology toward Happiness", August 25-27. 2011, Chon 





















































































































































的達成の世間的失敗／特定二者関係の破綻） x 2 （制御焦点；予防／促進）の分散
分析を行った結果、「特定二者関係の破粧Jでは制御焦点による違いはみられず、
「世間からの非受容」では予防焦点優位群の方が、「個人的達成の世間的失敗Jで
は促進焦点優位群の方が、それぞれ社会的排斥を経験した後に他者に対する攻撃
額向が高くなることが示された口
「世間からの排斥Jの
シナリオ思考実験法について
平田万理子、古賀ひろみ、下穂貴子、中江須美子、押見輝男
世間からの排斥とは、社会的排斥の1形態であり、世間における自分の居場所
の喪失、世間における自分の存在の抹消、あるいは、その種の脅威を覚える現象
である。世聞からの排斥およびその脅威がもたらす効果を実験室的実験で検討す
ることは困難さを伴うので、本研究ではその代替策としてシナリオ思考実験用の
材料を作成した口状況シナリオは、世間からの排斥の「プログ炎上」、重要他者
からの拒絶の「親友による無視」、統制条件として、対人関係的要素を含まない
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第3部
個人的動揺の「不首尾な偶人的達成j、世聞からの受容の「世間的賞賛Jを作成
した口従属変数として用いる内的心理尺度は、先行研究結果から 11次元選定し、
各次元に3項目配置した尺度（5-point）を作成した。行動予測尺度は、挑発を
伴わない攻撃行動と、不利益をこうむった際の言語的攻撃を描いたシナリオを作
成し、回答法は前者では他者反応の共感的予測、後者は自己反応予測とした。
世間からの排斥による行動的影響および
内的心理状態への影響
一特性自己コントロールとの関連から一
下穂貴子・押見輝男
世間からの排斥による心理行動的影響について、シナリオ思考実験により検討
した。排斥による行動的影響として、白色ノイズ強度の評定値に条件の主効果が
見られ、世間条件は個人的動揺条件よりも強度が高かった。また、排斥による情
動・認知的影響を検討するため、まず、排斥後の内的心理状態尺度（33項目・ 5
件法）について因子分析（主因子法・ promax回転）を行った。 3因子18項目が
抽出され（無力感因子・焦燥因子・自己尊重因子）、信頼性係数はα＝.67-.77で
あった。条件および特性自己コントロール（自己コントローJレ尺度：宮崎・中
江－古賀・押見， 2007）による行動的・心理的影響を検討するため、 3因子の下
位尺度得点および白色ノイズ強度を従属変数とし、条件（世間・特定他者・就職
活動） x自己コントローJレ（高・低）の多変量2要因分散分析を行った。交互作
用は有意ではなく、白色ノイズ強度および焦燥得点について条件の主効果が（白
色ノイズ：世間〉個人的動揺；焦燥：個人的動揺〉特定他者）、自己尊重得点に
ついて自己コントローJレの主効果が見られた（高群〉低群）口
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世間心理学研究会研究発表会要旨
独自性欲求による「世間」観の違い
－差異の表現に関する捉え方について－
平田万理子
世間の捉え方（世間観）における独自性欲求の影響を明らかにするため、［お
もしろい人J、「変わっている人j、「個性的な人J、「マイペースな人」などの独自
性を示すと考えられる 27の人物表象を取り上げ、それらが世間にどれくらい含
有されていると思うか、また受容されていると思うかについて質問紙調査を行っ
たoその結果、いくつかの表象で独自性欲求の高低による影響が示され、「意表
をつく人j、「枠にはまらない人j、「自分を知っている人」という表象において、
独自性欲求高群は、そのような人物が世間に含まれると考える程度が低く、独自
性欲求の高い者が、世間の構成員として独自性の高い者の含有率を低く見積もる
フォー Jレス・ユニークネス効果が生じていることが示唆された。また、世聞から
の受容度については、「変わっている人J、［ひょうひょうとしている人Jという
表象において独自性欲求の高低による影響が示され、独自性欲求高群は、そのよ
うな人物が世聞から受容されていると考える程度が低く、独自性欲求の高い者
が、世間から自分たちが排斥されているように感じている可能性のあることが示
唆された。
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